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Ⅰ
、
留
学
派
金
来
成
と
彼
の
「
孤
立
」

金
来
成
は
、
一
九
〇
九
年
朝
鮮
の
平
安
南
道
で
生
ま
れ
、
一
九
三

一
年
渡
日
し
、
早
稲
田
大
学
の
独
法
科
に
入
学
し
た
。
在
学
中
に
書

い
た
短
編
「
楕
円
形
の
鏡
」
が
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
に
掲
載
さ
れ
、
彼

は
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』

は
、
一
九
三
三
年
創
刊
さ
れ
一
九
三
七
年
廃
刊
さ
れ
た
探
偵
小
説
専

門
誌
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
江
戸
川
乱
歩
、
甲
賀
三
郎
、
夢
野
久

作
な
ど
、
当
時
の
推
理
小
説
界
を
代
表
す
る
作
家
に
活
動
の
場
を
提

供
し
つ
つ
、
新
人
作
家
の
発
掘
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。  2
デ

ビ
ュ
ー
後
、
金
来
成
は
、
江
戸
川
乱
歩
の
邸
宅
に
二
、
三
度
訪
ね
た

こ
と
も
あ
り
、
探
偵
小
説
サ
ー
ク
ル
の
会
合
に
も
参
加
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
姿
勢
で
作
家
業
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
三
六
年
早
大
の
卒

業
後
、
帰
国
し
た
彼
は
、
結
婚
と
共
に
朝
鮮
に
お
け
る
作
家
活
動
を

本
格
的
に
始
め
た
。
翌
年
発
表
し
た
『
백
가
면
（
白
仮
面
）』（
一
九

三
七
）、
そ
し
て
、『
마
인
（
魔
人
）』（
一
九
三
九
）
の
成
功
で
、
朝

鮮
を
代
表
す
る
推
理
小
説
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。  3

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
金
来
成
が
一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
発

表
し
た
一
群
の
小
説
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
小
説
の
特
徴
は
、
朝
鮮
の

京
城
を
背
景
に
展
開
さ
れ
る
ス
パ
イ
の
諜
報
活
動
と
そ
れ
の
摘
発
に

取
り
組
む
朝
鮮
人
の
探
偵
と
い
う
構
図
を
取
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

「
防
諜
」
思
想
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
防
諜
」
思
想
に
つ
い

て
は
、
次
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
小
説
の
粗
筋
を
紹

介
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
一
九
三
七
年
の
『
白
仮
面
』
か
ら
み
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品

も
防
諜
思
想
の
入
っ
て
い
る
一
連
の
小
説
と
共
通
点
を
持
っ
て
い

植
民
地
朝
鮮
の
「
孤
立
」
さ
れ
た
作
家
金
来
成
と
江
戸
川
乱
歩

1

姜

　

泰

雄
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る
。『
白
仮
面
』
は
、
髑
髏
の
文
様
の
白
仮
面
を
被
っ
て
い
る
者
が
、

あ
ら
ゆ
る
鉄
が
引
っ
張
れ
る
磁
石
を
発
明
し
た
朝
鮮
人
の
博
士
を
拉

致
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
、
探
偵

「
柳
不
乱
」
が
登
場
す
る
。
彼
は
、
世
界
各
国
の
ス
パ
イ
た
ち
が
磁
石

の
機
密
を
盗
み
取
る
た
め
に
、
京
城
に
潜
り
来
て
い
る
こ
と
や
、
白

仮
面
が
悪
人
で
は
な
く
善
人
で
あ
り
、
ス
パ
イ
か
ら
博
士
を
保
護
す

る
た
め
に
先
に
手
を
打
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
に
な
る
。
白
仮
面
の

正
体
は
誰
で
あ
り
、
果
た
し
て
柳
不
乱
は
博
士
や
磁
石
の
機
密
を
守

り
切
れ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
空
想
で
は
あ
る
が
、
最
先
端
の
武
器

を
め
ぐ
っ
て
、
探
偵
と
ス
パ
イ
が
対
立
す
る
と
い
う
構
図
は
、
一
九

四
〇
年
代
の
小
説
に
も
継
承
さ
れ
る
。

一
九
四
二
年
の
『
태
풍
（
台
風
）』
で
は
、
破
壊
光
線
の
機
密
を
め

ぐ
っ
て
の
諜
報
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

翌
年
の
一
九
四
三
年
発
表
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
放
送
用
の
小
説
の
「
수

놓
은 

송
학
（
刺
繍
さ
れ
た
松
鶴
）」
と
「
어
떤 

여
간
첩
（
あ
る
女
間

諜
）」
に
は
、
柳
不
乱
は
登
場
し
な
い
が
、
ス
パ
イ
た
ち
は
、
よ
り
日

常
的
な
場
所
、
つ
ま
り
、
デ
パ
ー
ト
の
文
房
具
コ
ー
ナ
や
町
内
会
を

活
動
の
場
に
し
て
い
る
。

一
九
四
三
年
七
月
か
ら
一
九
四
四
年
四
月
ま
で
『
新
時
代
』
で
連

載
さ
れ
た
「
売
国
奴
」
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
唯
一
「
防
諜
小

説
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
白
仮
面
』

と
似
て
い
て
、
白
い
覆
面
を
被
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
と
柳
不

乱
が
、
痕
跡
の
残
ら
な
い
「
殺
人
菌
」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
国

際
ス
パ
イ
組
織
に
立
ち
向
か
う
。

金
来
成
の
防
諜
思
想
が
入
っ
て
い
る
小
説
や
探
偵
小
説
が
、
韓
国

で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
韓
国
の
研

究
者
た
ち
は
、
探
偵
小
説
の
方
へ
重
点
を
置
く
。
鄭
鍾
賢
は
、
そ
の

特
徴
を
「
核
心
的
な
技
術
を
持
っ
て
い
る
者
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
全
世
界
に
影
響
を
与
え
う
る
事
件
が
京
城
で
行
わ
れ
る

と
い
う
設
定
な
ど
は
、『
朝
鮮
』
と
い
う
主
体
を
『
大
東
亜
』
や
世
界

の
中
心
と
し
て
刻
印
し
よ
う
と
す
る
作
家
の
欲
望
が
投
影
さ
れ
て
い

る
」
と
い
い
、
そ
の
「
欲
望
」
と
は
「
被
植
民
者
が
植
民
者
に
転
身

し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
明
す
る
。  4
だ
が
、
鄭
惠
英
は
そ

う
し
た
「
転
身
」
に
は
「
無
理
」
が
あ
る
と
い
う
。
氏
に
よ
れ
ば
、

「
日
本
で
も
な
く
、
列
強
の
租
界
が
あ
る
中
国
の
上
海
で
も
な
い
、
日

本
の
植
民
地
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
朝
鮮
を
、
多
国
籍
の
ス
パ
イ

た
ち
の
激
戦
地
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
に
は
、
相
当
な
無
理
が
あ

る
」
と
判
断
し
、
金
来
成
が
朝
鮮
に
帰
っ
て
か
ら
、
そ
う
し
た
「
奇

妙
な
怪
奇
小
説
の
創
作
」
に
変
わ
っ
た
の
は
、「
帝
国
志
向
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
植
民
地
の
探
偵
文
学
の
根
本
的
な
限
界
」
に
因
る
と

指
摘
す
る
。  5

金
来
成
の
投
影
し
よ
う
と
し
た
「
作
家
の
欲
望
」
が
何
で
あ
り
、
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彼
の
作
品
が
「
奇
妙
な
怪
奇
小
説
の
創
作
」
で
あ
る
か
否
か
を
判
断

す
る
た
め
に
は
、
類
似
す
る
小
説
と
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
残
念
な
が
ら
、
彼
と
比
較
出
来
る
探
偵
小
説
を
書
い
た
朝
鮮
の

作
家
は
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
当
時
の
日
本
で
創
作
さ
れ
た
小
説
と

の
比
較
は
可
能
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
容
易
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
金

成
姸
に
よ
る
と
、
探
偵
小
説
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
「
日
本
で

は
弾
圧
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
で
は
花
を
咲
き
始
め
た
」
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

る
か
ら
だ
。「
国
民
同
士
で
の
殺
傷
事
件
が
描
か
れ
、
国
内
不
安
が
煽

ら
れ
る
と
い
う
理
由
」
で
日
本
で
は
探
偵
小
説
が
弾
圧
さ
れ
た
が
、

朝
鮮
で
は
「
奨
励
」
さ
れ
た
と
、
金
成
姸
は
主
張
す
る
。
氏
は
、
日

本
で
は
江
戸
川
乱
歩
の
全
作
品
が
一
九
四
二
年
か
ら
発
行
出
来
な
く

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
の
金
来
成
は
新
聞
の
連
載
も
継
続

し
て
い
て
、
一
九
四
四
年
に
は
『
台
風
』
の
単
行
本
も
出
版
出
来
た

こ
と
を
、「
奨
励
」
の
根
拠
と
と
し
て
取
り
上
げ
る
。「
奨
励
」
の
理

由
と
し
て
は
、
一
九
三
八
年
の
京
城
帝
国
大
学
の
理
工
学
部
の
設
置

と
と
も
に
、「
銃
後
国
民
」
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
朝
鮮
人

に
科
学
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
求
め
れ
れ
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
探
偵
小
説
が
機
能
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。  6

比
較
出
来
る
朝
鮮
と
日
本
の
探
偵
小
説
が
「
な
い
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
金
来
成
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
、
従
来
の
研
究
で

頻
繁
に
言
及
さ
れ
い
る
の
が
、
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
（M

aurice 

L
eblanc

）、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
（A

lexandre D
um

as

）
の

よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
る
。
金
来
成
の
小
説
の
主
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
探
偵
「
柳
不
乱
（
韓
国
語
の
発
音
で
、
ユ
ブ
ラ
ン
）」

は
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
生
み
の
親
で
あ
る
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ

ラ
ン
を
尊
敬
し
て
、
彼
の
名
前
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。  7
ま
た
、
海

外
で
の
あ
ら
ゆ
る
苦
労
を
耐
え
忍
ん
だ
後
、
復
讐
の
た
め
に
戻
っ
て

く
る
「
白
仮
面
」
や
「
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
の
『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

の
影
響
だ
と
い
う
。  8
だ
が
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
作
家
と
の
比
較

は
、
金
来
成
を
よ
り
帝
国
日
本
に
お
い
て
「
孤
立
」
さ
せ
る
ば
か
り

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、「
防
諜
」
思
想
の
入
っ
て
い

る
一
九
四
〇
年
代
の
金
来
成
の
探
偵
小
説
が
、
彼
の
尊
敬
し
て
い
た

江
戸
川
乱
歩
の
作
品
、
そ
し
て
、『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
で
同
年
代
に
活
動

し
て
い
た
作
家
の
作
品
と
の
比
較
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
う

し
た
研
究
傾
向
は
、
金
来
成
を
朝
鮮
、
引
い
て
は
、
帝
国
日
本
に
お

い
て
も
「
奇
妙
な
」
作
家
と
し
て
作
り
上
げ
て
い
る
。
果
た
し
て
金

来
成
は
「
孤
立
」
し
て
い
た
か
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
疑
問
を
二
つ
の
段
階
を
通
し
て
解
い
て
い
く

こ
と
に
す
る
。
最
初
の
段
階
で
は
、
従
来
の
研
究
の
指
摘
の
よ
う
に
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
以
後
の
日
本
で
は
、
探
偵
小
説
が
弾
圧
を
受
け
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た
結
果
、
金
来
成
の
作
品
と
比
較
出
来
る
も
の
が
、
本
当
に
著
さ
れ

な
か
っ
た
か
を
追
究
し
て
み
る
。
も
し
、
比
較
出
来
る
作
品
が
あ
る

と
し
た
ら
、
二
番
目
の
段
階
に
入
り
、
彼
の
作
品
と
江
戸
川
乱
歩
を

含
む
当
時
の
日
本
の
小
説
家
の
作
品
と
の
共
通
点
を
引
き
出
す
こ
と

に
す
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
金
来
成
の
「
孤
立
」
を
解
き

放
す
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

Ⅱ
、
防
諜
思
想
と
戦
時
期
日
本
の
探
偵
小
説
の
在
り
方

陸
軍
防
諜
課
の
将
校
が
著
し
た
一
九
四
一
年
の
『
防
諜
講
話
』
に

よ
る
と
、
防
諜
と
は
「
諸
外
国
の
我
が
国
に
向
つ
て
行
う
秘
密
戦
に

対
す
る
防
衛
戦
な
り
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
秘
密
戦
に
は
、
諜
報
・

宣
伝
・
謀
略
な
ど
の
三
つ
の
手
段
が
あ
り
、
兵
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
武
力
戦
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。  9
防
諜
思
想

が
強
調
さ
れ
始
め
た
頃
に
は
、
あ
ま
り
馴
染
ん
で
い
な
い
せ
い
か
、

「
防
諜
」
と
聞
か
れ
る
と
、「
膨
張
」
と
間
違
え
て
「
膨
れ
る
」
こ
と

だ
と
答
え
る
兵
隊
も
い
た
よ
う
だ
。  10
し
か
し
、
一
九
四
〇
に
入
っ

て
は
、
ス
パ
イ
た
ち
が
「
便
所
に
落
し
た
紙
屑
ま
で
買
ひ
こ
ん
で
洗

つ
て
消
毒
し
て
み
る
」
時
代
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
防
諜
と
は
、
警

察
官
や
憲
兵
の
よ
う
な
公
的
な
次
元
の
み
で
は
な
く
、
国
民
全
員
が

や
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。  11
ま
た
、
防
諜
思
想
の
育
成
は
、
大

人
の
み
で
は
な
く
、
少
年
に
対
し
て
も
強
調
さ
れ
た
。「
少
年
時
代
か

ら
、
防
諜
精
神
を
養
つ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
理
由
で
刊
行

さ
れ
た
、
一
九
四
三
年
の
『
少
年
防
諜
読
本
』
は
、
家
庭
内
で
行
わ

れ
た
会
話
を
友
達
に
話
し
た
の
が
意
外
と
国
の
機
密
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
ス
パ
イ
は
誰
で
も
な
れ
る
の
を
警
告

し
て
い
る
。  12

金
来
成
の
小
説
に
は
、
こ
う
し
た
「
防
諜
の
日
常
化
」
と
も
言
え

る
防
諜
思
想
の
普
及
の
様
子
が
表
れ
て
い
る
。
一
九
四
三
年
の
ラ
ジ

オ
放
送
用
の
短
編
小
説
の
「
あ
る
女
間
諜
」
に
は
、
北
京
か
ら
出
発

し
た
釜
山
行
き
の
汽
車
の
な
か
で
、
あ
る
女
性
（
実
は
、
暗
号
名
Ｈ

八
八
号
の
女
間
諜
）
が
次
の
よ
う
に
愚
痴
を
言
う
。

「
生
活
用
品
が
だ
ん
だ
ん
手
に
入
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
ね
。
砂
糖

が
な
い
。
お
米
が
足
り
な
い
。
味
の
素
が
な
い
。
こ
う
行
く
と
、
や

せ
て
骨
と
皮
ば
か
り
に
な
る
人
し
か
残
ら
な
い
ね
。」

こ
の
話
を
聞
い
た
隣
の
老
人
が
怒
鳴
る
。

「
そ
の
よ
う
な
流
言
で
騒
ぐ
こ
と
が
、
立
派
な
ス
パ
イ
行
為
で
す
！

（
中
略
）
軍
の
秘
密
書
類
と
か
、
発
明
の
設
計
図
の
よ
う
な
も
の
を
盗

む
こ
と
だ
け
が
、
ス
パ
イ
で
は
な
い
で
す
。
我
が
国
の
団
結
力
を
弱

め
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
、
ス
パ
イ
行
動
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
く
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だ
さ
い
。
ス
パ
イ
は
そ
れ
を
巧
み
に
宣
伝
し
て
、
銃
後
の
民
心
を
不

安
に
震
わ
せ
る
目
的
で
す
。」（
訳
は
、
引
用
者
）  13

こ
う
し
た
登
場
人
物
の
対
話
よ
り
、
ス
パ
イ
が
意
外
と
身
近
な
所
に

い
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
日
常
的
な
会
話
も
ス
パ
イ
行
為
に
当
た
る

と
い
う
防
諜
思
想
を
、
金
来
成
が
「
あ
る
女
間
諜
」
に
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
が
分
る
。

「
あ
る
女
間
諜
」
と
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
「
刺
繍
さ
れ
た
松
鶴
」

も
「
防
諜
の
日
常
化
」
を
強
調
す
る
。
デ
パ
ー
ト
の
文
房
具
コ
ー
ナ

の
店
員
は
、
合
金
の
イ
ン
ク
瓶
の
在
庫
を
何
回
も
聞
く
「
ド
イ
ツ
人
」

の
マ
リ
エ
が
、
日
本
の
鉄
材
の
在
庫
を
知
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い

か
と
疑
う
。
彼
女
が
書
籍
部
で
『
京
城
重
要
建
物
史
』
を
購
入
し
た

こ
と
を
聞
い
て
、
店
員
は
彼
女
が
ス
パ
イ
に
間
違
い
な
い
と
確
信
を

持
ち
、
警
察
に
通
報
す
る
。
逮
捕
さ
れ
た
マ
リ
エ
は
、
実
は
ド
イ
ツ

人
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
混
血
で
あ
っ
た
。
彼
女

が
上
海
の
母
に
送
る
と
い
っ
て
持
っ
て
い
た
松
鶴
文
様
の
布
に
は
、

モ
ー
ル
ス
符
号
が
点
と
線
で
刺
繍
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
京
城
の
防

空
施
設
や
砲
台
の
位
置
を
示
す
暗
号
で
あ
っ
た
。  14  

「
防
諜
の
日
常
化
」
は
、「
柳
不
乱
」
主
役
の
探
偵
小
説
に
も
影
響

を
与
え
る
。
一
九
四
四
年
の
「
売
国
奴
」
に
お
い
て
、
柳
不
乱
が
立

ち
向
か
う
、
新
兵
器
の
「
殺
人
菌
」
を
狙
う
ス
パ
イ
た
ち
は
、
音
楽

学
院
の
院
長
や
製
薬
会
社
の
社
員
、
商
会
の
支
配
人
、
看
護
婦
と

い
っ
た
身
近
に
人
物
ば
か
り
で
あ
る
。「
売
国
奴
」
の
内
容
の
詳
し
い

分
析
は
次
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
最
初
の
段
階
に

集
中
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
金
来
成
の
作
品
と
比
較
出
来
る

よ
う
な
、
防
諜
思
想
の
入
っ
て
い
る
探
偵
小
説
が
日
本
で
は
著
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
か
の
こ
と
で
あ
る
。

金
来
成
の
作
品
と
関
連
し
て
、
多
く
の
韓
国
の
研
究
者
が
引
用
し

て
い
る
の
は
、
関
西
学
院
大
学
の
李
健
志
教
授
の
論
文
で
あ
る
。
一

九
四
〇
年
代
の
日
本
の
推
理
小
説
の
事
情
に
つ
い
て
韓
国
語
で
読
め

る
論
文
は
数
少
な
い
の
で
、
氏
の
「
일
본
의 

추
리
소
설
（
日
本
の
推

理
小
説
）」
は
、
影
響
力
が
あ
る
。
そ
の
論
文
で
は
、
当
時
の
状
況
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
小
説
は
（
江
戸
川
乱
歩
の
『
芋
虫
』
を
指
す
、
引
用
者
）
時
局

に
適
し
て
い
な
い
た
め
に
、
削
除
命
令
が
出
さ
れ
（
一
九
三
九
年
三

月
）、
一
九
四
一
年
に
は
『
芋
虫
』
の
み
で
は
な
く
、
彼
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
作
品
が
発
行
禁
止
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
推
理
小
説

は
、
帝
国
時
代
に
自
由
に
成
長
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。」（
訳

は
、
引
用
者
）  15

李
健
志
の
当
時
の
日
本
の
推
理
小
説
に
関
す
る
認
識
は
、
日
本
に
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お
い
て
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
中
公
新
書
の
『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説

史
』（
二
〇
一
四
年
）
を
見
て
み
よ
う
。

「
翌
年
（
一
九
三
九
年
、
引
用
者
）
に
は
戦
時
統
制
に
よ
る
出
版
検
閲

は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、
乱
歩
な
ど
は
内
務
省
の
検
閲
部
に
彼
専
用

の
係
が
い
て
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
書
き
直
し
や
削
除
が
命
ぜ
ら
れ
、

既
に
発
表
し
て
い
た
作
品
ま
で
絶
版
の
憂
き
目
に
あ
う
。
ミ
ス
テ

リ
ー
の
発
注
は
激
減
し
、
そ
う
し
た
出
版
界
の
傾
向
に
伴
っ
て
ミ
ス

テ
リ
ー
作
家
た
ち
も
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
し
て
戦
争

も
の
や
、
捕
物
帳
、
時
代
物
な
ど
の
方
面
で
か
ら
く
も
作
品
を
発
表

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」  16

こ
こ
で
も
李
健
志
の
論
文
の
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
推

理
小
説
家
の
活
動
の
場
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
韓
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
日
本
の
状
況
と
は
違
っ
て
、
金
来
成

は
朝
鮮
に
お
い
て
小
説
を
書
き
続
け
た
し
、
単
行
本
（
一
九
四
四
年

『
台
風
』）
も
発
行
で
き
た
か
ら
、
日
本
と
の
比
較
の
方
に
は
目
が
行

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
見
よ
う
。
ま
ず

『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
史
』
は
、
戦
時
統
制
に
よ
り
「
ミ
ス
テ
リ
ー

の
発
注
は
激
減
し
」、
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
た
ち
が
「
戦
争
も
の
や
、
捕

物
帳
、
時
代
物
」
へ
「
方
向
転
換
」
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
と
い
う
の
は
、
謎
を
解
い
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
は

「
戦
争
も
の
」
に
お
い
て
も
「
時
代
も
の
」
に
お
い
て
も
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
に
「
捕
物
帳
」
と
は
、「
時
代
物
」
の
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
当
局
の
検
閲
が
、
ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
く
、「
ミ

ス
テ
リ
ー
」
に
向
け
ら
れ
た
理
由
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
李
健
志
の
文
章
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
氏
は
、
一
九
三
九

年
三
月
の
「
芋
虫
」
の
削
除
事
件
以
後
、
江
戸
川
乱
歩
の
「
ほ
ぼ
す

べ
て
の
作
品
が
発
行
禁
止
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
当
時
の

新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
警
視
庁
の
検
閲
課
の
命
じ
た
の
は
、「
芋
虫
」

の
削
除
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
収
ま
っ
て
い
る
春
陽
堂
文
庫
の
『
鏡
地

獄
』
の
発
行
禁
止
で
は
な
か
っ
た
。  17

ま
た
、
江
戸
川
乱
歩
は
、
そ
の
年
の
一
月
か
ら
『
少
年
倶
楽
部
』

に
連
載
し
て
い
た
「
大
金
塊
」
を
辞
め
る
こ
と
な
く
、
年
末
ま
で
書

き
続
け
た
。
翌
年
の
四
月
か
ら
は
、『
少
年
倶
楽
部
』
の
新
連
載
と
し

て
「
新
宝
島
」
を
始
め
、
一
九
四
一
年
三
月
に
終
え
る
。
一
九
四
二

年
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
四
月
ま
で
は
、
同
じ
く
『
少
年
倶
楽
部
』

に
お
い
て
「
智
恵
の
一
太
郎
」
を
連
載
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
三

年
一
一
月
か
ら
一
九
四
四
年
一
二
月
ま
で
「
防
諜
長
編
小
説
」
と
い

う
副
題
が
つ
い
た
「
偉
大
な
る
夢
」
を
書
く
こ
と
に
な
る
。

「
偉
大
な
る
夢
」
は
、
金
来
成
の
防
諜
思
想
の
入
っ
て
い
る
探
偵
小
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説
と
比
較
出
来
る
作
品
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
説
で
は
、
東
京
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
そ
し
て
東
京
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
五
時
間
で
飛
ん
で

い
け
る
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
発
明
し
た
五
十
嵐
博
士
が
ス
パ
イ
の

標
的
と
な
る
。
五
十
嵐
博
士
は
、「
偉
大
な
る
夢
」
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
エ
、
新
一
、
わ
し
が
こ
れ
ほ
ど
興
奮
し
て
い
る
意
味
が
分
る
か

ね
。
陸
軍
大
臣
が
顔
色
を
変
え
た
ほ
ん
と
う
の
意
味
が
分
る
か
ね
。

わ
し
の
動
力
は
、
成
層
圏
と
い
う
無
抵
抗
の
通
路
を
勘
定
に
入
れ
な

い
で
も
、
現
に
ど
こ
の
国
の
飛
行
機
で
も
飛
ん
で
い
る
亜
成
層
圏
を

通
る
と
し
て
も
、
東
京
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間
を
五
時
間
で
飛
べ
る
だ

よ
。
五
時
間
だ
よ
。
エ
、
新
一
、
あ
ら
ゆ
る
細
部
に
わ
た
る
精
密
な

計
算
が
こ
れ
を
確
証
し
て
い
る
の
だ
。
本
田
少
将
が
お
ど
り
出
し
た

意
味
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
よ
。

一
千
台
の
新
爆
撃
機
が
、
翼
を
揃
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
に
殺

到
す
る
日
を
考
え
て
ご
ら
ん
。
ロ
ン
ド
ン
の
空
を
蔽
う
と
き
を
考
え

て
ご
ら
ん
。
国
民
が
快
哉
を
絶
叫
す
る
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
。」  18

こ
の
小
説
に
お
い
て
「
偉
大
な
る
夢
」
と
は
、
想
像
も
で
き
な
い

速
い
時
間
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
を
飛
ん
で
行
き
爆
撃
で
き
る
飛

行
機
の
完
成
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
夢
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、

五
十
嵐
博
士
は
憲
兵
司
令
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
下
士
官
に
守
ら
れ
て

い
る
山
奥
で
、
研
究
を
続
け
て
い
く
。
し
か
し
、
ス
パ
イ
は
五
十
嵐

博
士
を
殺
す
こ
と
に
成
功
す
る
。

中
島
河
太
郎
は
、「
探
偵
小
説
の
執
筆
が
事
実
上
禁
止
さ
れ
」、
江

戸
川
乱
歩
は
「
偉
大
な
る
夢
」
の
よ
う
な
「
科
学
小
説
的
な
作
品
に

逃
避
」
し
た
と
書
い
て
い
る
。  19
中
島
河
太
郎
の
主
張
も
先
述
し
た

論
者
た
ち
の
と
似
て
い
る
。「
偉
大
な
る
夢
」
が
科
学
小
説
で
あ
る
か

否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
探
偵
小
説
や
推
理
小
説
は
、
科
学
小
説

と
相
反
す
る
概
念
で
は
な
い
。
科
学
的
な
知
識
や
空
間
を
背
景
と
し

て
、
探
偵
が
推
理
を
す
る
作
品
は
多
い
。「
偉
大
な
る
夢
」
に
お
い
て

も
、
職
業
が
探
偵
で
は
な
く
憲
兵
で
は
あ
る
が
、
望
月
少
佐
が
五
十

嵐
博
士
を
誰
が
ど
う
や
っ
て
殺
し
た
か
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ー
を
推
理

し
て
行
く
。
そ
れ
に
、
江
戸
川
乱
歩
本
人
は
、
こ
の
小
説
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

「
わ
た
し
は
こ
こ
で
（「
偉
大
な
る
夢
」、
引
用
者
）『
犯
人
自
身
が
そ

の
犯
行
を
遠
方
か
ら
目
撃
し
て
不
動
の
ア
リ
バ
イ
を
作
る
ト
リ
ッ

ク
』
を
用
い
た
の
で
あ
る
。（
む
ろ
ん
こ
れ
も
望
月
少
佐
が
看
破
す
る

だ
が
）
こ
の
ト
リ
ッ
ク
は
、
当
時
わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、

西
洋
の
探
偵
小
説
に
も
先
例
が
な
か
っ
た
。
わ
た
し
の
発
明
だ
と
信
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じ
て
、
い
さ
さ
か
得
意
で
あ
っ
た
。」  20

こ
の
回
想
か
ら
も
、
江
戸
川
乱
歩
が
「
探
偵
小
説
」
か
ら
「
科
学

小
説
的
な
作
品
に
逃
避
」
し
た
く
て
「
偉
大
な
る
夢
」
を
書
い
た
と

は
思
え
な
い
。

ス
パ
イ
の
活
躍
と
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
探
偵
と
い
う
構
図
の
小
説

は
、
江
戸
川
乱
歩
の
み
で
は
な
く
、
当
時
の
「
流
行
」
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。
江
戸
川
乱
歩
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
言
わ
れ
た
甲
賀
三
郎
は
、

日
本
文
学
報
国
会
の
事
務
局
の
総
務
部
長
を
務
め
た
。
甲
賀
三
郎

は
、
女
探
偵
が
中
国
服
を
着
て
い
る
女
ス
パ
イ
と
対
決
す
る
「
支
那

服
の
女
」（
一
九
四
二
年
）、
日
本
在
留
の
イ
ギ
リ
ス
人
ス
パ
イ
が
ド

イ
ツ
人
に
偽
装
し
て
、
秘
密
資
料
を
上
海
に
持
っ
て
い
こ
う
と
試
み

る
「
旅
券
」（
一
九
四
二
年
）
な
ど
を
書
い
た
。
ま
た
、
従
軍
作
家
と

し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
小
栗
蟲
太
郎
は
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
て
、
一
九
四
三
年
三
月
の
『
新
青
年
』
に
「
探
偵
小
説　

海

峡
天
地
会
」
を
発
表
す
る
。
南
洋
の
華
僑
で
構
成
さ
れ
た
秘
密
団
体

の
天
地
会
の
首
長
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
潜
入
す
る
諜
報
が
入
っ
て
く

る
。
彼
を
逮
捕
す
る
た
め
の
日
本
軍
の
作
戦
を
手
伝
う
探
偵
が
物
語

の
主
人
公
で
あ
る
。  21

こ
の
よ
う
に
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
後
、
防
諜
思
想
の
入
っ
て
い

る
小
説
が
多
く
創
作
さ
れ
て
い
た
。
物
語
の
展
開
方
式
か
ら
見
る

と
、
こ
れ
ら
を
推
理
小
説
で
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。
日
中
戦
争
の

勃
発
や
国
家
総
動
員
令
が
く
だ
さ
れ
、
推
理
小
説
家
の
活
動
の
領
域

が
狭
く
な
っ
た
の
は
当
然
だ
。
だ
と
い
っ
て
、
探
偵
小
説
や
推
理
小

説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
自
体
が
当
時
「
禁
止
」
さ
れ
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル

へ
「
転
換
」
及
び
「
逃
避
」
し
た
と
い
う
既
存
研
究
の
見
方
に
は
、

再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
、
小
説
家
た
ち
は
、
防
諜
思
想

の
よ
う
な
時
局
を
反
映
し
て
い
る
素
材
を
、
推
理
小
説
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
る

と
、
金
来
成
と
当
時
の
日
本
の
小
説
家
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
て
く

る
。Ⅲ

、
金
来
成
の
作
品
と
日
本
の
小
説
と
の
比
較

従
来
の
研
究
と
は
異
な
り
、
金
来
成
の
作
品
と
比
較
出
来
る
も
の

が
、
日
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
番
目
の
段
階
に
入
ろ
う
。
そ
れ
は
、

金
来
成
の
「
孤
立
」
を
解
き
放
す
た
め
に
、
彼
の
作
品
と
当
時
の
日

本
の
小
説
と
の
共
通
点
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
金
来
成

と
同
年
代
の
作
家
と
の
比
較
か
ら
始
め
よ
う
。

金
来
成
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
「
楕
円
形
の
鏡
」
が
掲
載
さ
れ
た

一
九
三
五
年
三
月
号
の
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
に
、「
雪
解
け
」
が
載
せ
ら

れ
た
大
阪
圭
吉
は
、
金
来
成
よ
り
三
つ
年
下
で
あ
る
が
、
作
家
デ

ビ
ュ
ー
は
二
年
早
か
っ
た
。  22
一
九
四
〇
年
一
〇
月
の
『
講
談
倶
楽
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部
』
に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
短
編
「
東
京
第
五
部
隊
」
の
舞
台
は
、
丸

の
内
に
あ
る
帝
都
劇
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
の
混

血
の
舞
姫
、
ケ
テ
ィ
ー
岸
田
が
タ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
公
演
で
観
客
を
魅

了
し
て
い
る
。
劇
場
の
案
内
ガ
ー
ル
の
春
樹
も
と
子
は
、
毎
日
公
演

を
見
に
き
て
、
居
眠
り
ば
か
り
し
て
帰
る
外
国
人
観
客
の
こ
と
が
気

に
な
る
。
春
樹
は
、
国
民
防
諜
会
の
展
覧
会
で
「
少
し
で
も
怪
し
い

挙
動
の
外
人
が
あ
っ
た
ら
警
戒
せ
よ
」
と
教
わ
っ
た
の
を
思
い
出

し
、
外
国
人
観
客
の
後
を
追
う
。
そ
う
し
た
彼
女
の
行
為
で
、
舞
姫

の
ケ
テ
ィ
ー
岸
田
を
含
む
ス
パ
イ
組
織
が
一
網
打
尽
に
さ
れ
る
。
ケ

テ
ィ
ー
岸
田
は
秘
密
通
信
文
を
モ
ー
ル
ス
符
号
に
し
て
、
タ
ッ
プ
・

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
で
外
国
人
観
客
に
伝
え
て
い
た
。
彼
は
、
文
房

具
の
問
屋
で
あ
る
メ
ー
ソ
ン
商
会
を
営
む
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
パ
イ
で

あ
り
、
居
眠
り
し
た
の
で
は
な
く
、
目
を
閉
じ
て
、
ス
テ
ッ
プ
の
音

に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。  23

翌
月
の
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
大
阪
圭
吉
は
「
金
髪
美
容
師
」
を

雑
誌
『
キ
ン
グ
』
に
発
表
す
る
。
こ
こ
で
は
、
大
阪
の
ク
ラ
ブ
美
容

院
が
舞
台
で
あ
る
。
院
長
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
美
容
大
学
出
身
の
ヘ
レ

ン
は
、
パ
ー
マ
を
か
け
た
顧
客
に
は
、「
サ
ー
ビ
ス
券
」
を
配
る
。
そ

の
「
サ
ー
ビ
ス
券
」
は
、
全
国
に
六
つ
あ
る
支
店
で
も
使
え
る
も
の

で
あ
る
。
あ
る
顧
客
が
、「
サ
ー
ビ
ス
券
」
の
裏
面
に
秘
密
コ
ー
ド
が

書
い
て
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
ヘ
レ
ン
は
、「
サ
ー
ビ
ス
券
」
を
通

し
て
機
密
を
全
国
に
伝
達
す
る
ス
パ
イ
行
為
を
し
て
い
た
の
で
あ

る
。  24
以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
圭
吉
の
一
連
の
作
品
か
ら
表
れ
る
、
一

般
人
が
日
常
生
活
に
潜
っ
て
い
る
ス
パ
イ
を
見
つ
け
出
す
と
い
う

テ
ー
マ
は
、
金
来
成
の
デ
パ
ー
ト
の
文
房
具
コ
ー
ナ
の
職
員
を
主
人

公
に
す
る
「
刺
繍
さ
れ
た
松
鶴
」
や
汽
車
内
の
日
常
会
話
か
ら
デ
マ

を
散
ら
か
す
ス
パ
イ
が
描
か
れ
た
「
あ
る
女
間
諜
」
と
類
似
し
て
い

る
。そ

れ
に
、「
東
京
第
五
部
隊
」
に
お
い
て
タ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
の
ス

テ
ッ
プ
で
秘
密
通
信
文
を
モ
ー
ル
ス
符
号
に
し
て
送
る
と
い
う
手
口

は
、
金
来
成
の
「
売
国
奴
」
で
高
麗
音
楽
学
院
の
院
長
の
エ
リ
ザ
が
、

秘
密
情
報
を
ピ
ア
ノ
の
旋
律
に
変
え
て
受
話
器
を
通
じ
て
伝
え
る
方

式
を
思
い
出
さ
せ
る
。
ま
た
、
金
来
成
の
小
説
の
探
偵
柳
不
乱
の
よ

う
に
、
大
阪
圭
吉
の
作
品
に
も
『
仮
面
の
親
日
』（
一
九
四
一
年
）、

『
海
底
諜
報
局
』（
一
九
四
一
年
）、『
間
諜
満
州
に
あ
り
』（
一
九
四
二

年
）
な
ど
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
を
推
理
し
て
い
く
探
偵
横
川
貞
介
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
。
柳
不
乱
が
「
売
国
奴
」
で
愛
国
防

諜
協
会
の
会
長
を
務
め
る
よ
う
に
、
横
川
貞
介
も
国
民
防
諜
会
議
の

会
長
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
三
七
年
の
軍
機
保
護
法
の
改
正
の
後
、

全
国
的
に
「
防
諜
会
」、「
防
諜
団
」
と
い
う
名
の
団
体
が
結
成
さ
れ

て
い
っ
た
状
況
が
反
映
さ
れ
た
だ
ろ
う
。  25 

江
戸
川
乱
歩
の
「
偉
大
な
る
夢
」
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
五
十
嵐
博
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士
の
死
亡
や
設
計
図
の
奪
取
を
行
っ
た
ス
パ
イ
団
の
黒
幕
に
は
、

「
Ｆ
３
」
と
い
う
暗
号
名
で
活
躍
す
る
者
が
い
る
。
彼
は
、
幕
末
の
開

港
と
共
に
横
浜
に
来
た
ア
メ
リ
カ
人
の
四
代
目
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
彼
は
、
母
の
入
院
し
て
い
た
病
院
が
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
に
爆

撃
さ
れ
た
時
、
改
心
し
て
次
の
よ
う
に
思
う
。

「
正
確
に
い
え
ば
僕
の
体
内
に
は
ア
メ
リ
カ
人
の
血
は
八
分
の
一

し
か
残
っ
て
い
な
い
。
八
分
の
七
ま
で
が
日
本
人
の
血
で
は
な
い

か
。」  26

こ
う
思
っ
た
「
Ｆ
３
」
は
、
ス
パ
イ
団
の
一
網
打
尽
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
五
時
間
で
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
飛

べ
る
飛
行
機
と
い
う
空
想
的
な
武
器
の
登
場
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
繰

り
広
げ
ら
れ
る
ス
パ
イ
団
の
活
躍
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
探
偵
、
ま

た
、
自
分
に
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
て
改
心
す
る

一
人
の
ス
パ
イ
、
こ
れ
ら
が
「
偉
大
な
る
夢
」
の
設
定
の
特
徴
で
あ

る
。こ

れ
を
金
来
成
の
「
台
風
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。「
台
風
」
で

は
、
恐
ろ
し
い
威
力
を
持
つ
破
壊
光
線
が
空
想
的
な
武
器
と
し
て
登

場
す
る
。
そ
の
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
に
動
く
国
際
的
な
ス
パ
イ
組

織
の
中
で
、
イ
ボ
ン
ヌ
が
い
る
。
孤
児
と
し
て
育
ち
、
親
の
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
彼
女
は
、
逮
捕
さ
れ
て
初
め
て
朝
鮮
人
の
船
乗
り
と

「
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
」
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
舞
姫
の
間
で

生
ま
れ
た
こ
と
を
知
る
。
自
分
に
朝
鮮
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
こ
と

を
分
か
る
途
端
、
彼
女
は
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
を
諦
め
る
。

ま
た
、
金
来
成
の
「
売
国
奴
」
も
類
似
し
て
い
る
設
定
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
作
品
の
武
器
は
「
殺
人
菌
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
口
に
し

た
人
間
は
一
時
間
以
内
に
必
ず
死
ぬ
が
、
そ
の
原
因
は
究
明
出
来
な

い
と
い
う
空
想
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
盗
み
取
る
た
め
に
、
高

麗
音
楽
学
院
の
院
長
の
エ
リ
ザ
や
マ
ル
セ
商
会
の
京
城
支
店
長
の

ペ
ッ
セ
、
ニ
コ
ラ
ス
神
父
な
ど
の
多
国
籍
の
ス
パ
イ
組
織
が
取
り
組

む
。
だ
が
、「
殺
人
菌
」
が
あ
る
病
院
に
潜
入
す
る
人
は
、
上
海
か
ら

派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
語
を
話
せ
る
「
国
籍
不
明
」
の
女
ス
パ
イ
「
Ｋ
１

３
号
」
で
あ
る
。
も
し
「
売
国
奴
」
が
未
完
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
ら
、

「
Ｋ
１
３
号
」
も
自
分
の
血
に
朝
鮮
人
の
血
が
流
れ
る
こ
と
を
知
る

運
び
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
設
定
は
、
当
時
の
映
画
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
一
九
四
二
年
封
切
り
さ
れ
た
山
本
弘
之
監
督
の
映
画
「
第
五
列

の
恐
怖
」
で
は
（
脚
本
は
北
村
勉
）、
空
想
の
武
器
と
し
て
「
無
音
発

動
機
」
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
飛
行
機
に
装
着
さ
れ
れ
ば
、
音
無
し

で
敵
地
ま
で
行
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
無
音
発
動
機
」
の
情
報
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
上
海
か
ら
来
た
女
ス
パ
イ
の
「
Ｙ
Ｚ
７
号
」
が
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東
京
の
航
空
工
場
の
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
潜
入
す
る
。
彼
女
は
自
分

を
中
国
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
間
で
生
ま
れ
た
混
血
だ
と
信
じ
て

い
た
。
し
か
し
、
逮
捕
さ
れ
た
彼
女
に
、
憲
兵
隊
の
少
佐
は
軍
服
姿

の
父
親
が
映
っ
て
い
る
家
族
写
真
を
見
せ
、
実
は
彼
女
の
父
は
、
日

本
人
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
改
心
し
た
「
Ｙ
Ｚ
７
号
」
は
、
航

空
工
場
に
設
置
さ
れ
た
時
限
爆
弾
を
解
体
し
に
走
る
。

江
戸
川
乱
歩
や
金
来
成
の
用
い
た
設
定
が
、
当
時
の
映
画
か
ら
で

も
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の
設
定
の
原
型
を
探
る
手
掛
か
り

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
ず
混
血
の
女
ス
パ
イ
は
、
か
の
有
名
な

「
マ
タ
・
ハ
リ
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
混
血
で
は
な
く
、
両
親

共
に
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
さ
れ
た
が
、
戦
前
に
お
い
て

は
、
彼
女
は
「
オ
ラ
ン
ダ
人
と
オ
ラ
ン
ダ
領
の
ジ
ャ
ワ
島
の
土
人
女

の
間
に
生
れ
た
混
血
児
で
、
そ
の
神
秘
に
満
ち
た
東
洋
的
な
風
貌
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。  27
そ
れ
に
、
ア
ン
・
リ
ー
監
督
の
映
画
「
ラ

ス
ト
・
コ
ー
シ
ョ
ン
（
色
・
戒
）」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
女
ス
パ
イ
の

鄭
蘋
如
も
、
中
国
人
と
日
本
人
の
混
血
で
あ
っ
て
、
彼
女
を
モ
デ
ル

に
し
た
成
瀬
巳
喜
男
監
督
の
映
画
「
上
海
の
月
」（
一
九
四
一
年
）
が

製
作
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。  28

「
マ
タ
・
ハ
リ
」
の
映
画
は
、
一
九
二
九
年
日
本
で
公
開
さ
れ
た

が
、
よ
り
人
気
の
あ
っ
た
作
品
は
、「
マ
タ
・
ハ
リ
」
の
影
響
を
受
け

た
、
マ
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
主
演
の
「
間
諜
Ｘ
２
７

（D
ishonored

）」（
一
九
三
一
年
日
本
公
開
）
で
あ
っ
た
。「
間
諜
Ｘ

２
７
」
の
人
気
は
、
冷
め
る
こ
と
な
く
、
五
年
後
の
一
九
三
六
年
に

再
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
は
、
監
督
の
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ス

タ
ン
バ
ー
グ
が
来
日
し
た
。  29
「
間
諜
Ｘ
２
７
」
に
は
、
マ
レ
ー
ネ
・

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
パ
ー
テ
ィ
で
盗
み
取
っ
た
機
密
情
報
を
、
楽
譜
の

音
符
に
切
り
替
え
、
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
再
現
す
る
シ
ー
ン
が
あ

る
。「
第
五
列
の
恐
怖
」
に
お
い
て
も
、
轟
夕
起
子
の
扮
す
る
「
Ｙ
Ｚ

７
号
」
が
、
宴
会
場
で
得
た
情
報
を
ピ
ア
ノ
演
奏
で
伝
達
す
る
場
面

が
あ
る
。
こ
う
し
た
手
口
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
大
阪
圭
吉
の
「
東

京
第
五
部
隊
」
に
お
い
て
の
タ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
や
、
金
来
成
の
「
売

国
奴
」
で
ピ
ア
ノ
を
利
用
し
て
機
密
を
伝
達
す
る
の
と
似
て
い
る
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

Ⅳ
、
結
び
に

植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
有
名
作
家
で
あ
っ
た
金
来
成
は
、
一
九
四

〇
年
代
前
後
に
、
防
諜
思
想
の
入
っ
て
い
る
推
理
小
説
を
書
い
た
。

朝
鮮
で
は
、
比
較
さ
れ
る
作
家
や
作
品
が
な
か
っ
た
し
、
日
本
で
は
、

推
理
小
説
が
当
局
に
「
弾
圧
」
さ
れ
た
状
況
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
金
来
成
は
朝
鮮
の
み
で
は
な
く
、
帝
国
日
本
に
お
い
て
「
孤

立
」
し
て
い
た
作
家
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
は
、
彼
を
「
孤
立
」
か
ら
解
き
放
す
た
め
に
、
ま
ず
日
本
に
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お
い
て
も
類
似
し
て
い
る
作
品
が
多
く
創
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
金
来
成
の
作
品
は
、
当
時
の
日
本

の
小
説
と
比
較
可
能
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
映
画
と
も
つ
な
が
る
多

彩
な
る
類
似
点
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
金
来
成
は
、
植
民

地
朝
鮮
の
「
孤
立
」
し
た
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
当
時
の
創
作
上

の
「
流
行
」
を
朝
鮮
の
誰
よ
り
も
早
く
追
い
つ
い
た
作
家
と
し
て
再

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
注
】

１　

本
稿
は
、『
비
교
일
본
학
（
比
較
日
本
学
）』（
漢
陽
大
学
日
本
学
国
際
比
較

研
究
所
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
一
五
）
三
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
、
日
本
語
に

訳
し
な
が
ら
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

2　

吉
田
司
雄
「『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
解
説
」『
ぷ
ろ
ふ
い
る
カ
タ
ロ
グ
』
ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
〇
九
、
五
頁
。

3　

松
川
良
宏
「
解
題
」『
金
来
成
探
偵
小
説
選
』
論
創
社
、
二
〇
一
四
、
三
八

七
―
四
二
四
頁
。『
金
来
成
探
偵
小
説
選
』
に
は
、「
楕
円
形
の
鏡
」
が
含
ま
れ

て
い
る
。

4　

鄭
鍾
賢
『
동
양
론
과 

식
민
지 

조
선
문
학
（
東
洋
論
と
植
民
地
の
朝
鮮
文

学
）』
창
비
、
二
〇
一
一
、
三
一
一
―
三
一
二
頁
。

5　

鄭
惠
英
「
방
첩
소
설
『
매
국
노
』
와 

식
민
지 

탐
정
문
학
의 

운
명
（
防
諜
小

説
『
売
国
奴
』
と
植
民
地
探
偵
文
学
の
運
命
）」『
한
국
현
대
문
학
연
구
』
二
四

号
、
二
〇
〇
八
、
二
八
八
頁
及
び
二
九
四
頁
。

6　

金
成
姸
「
방
첩
소
설
、
조
선
의 

총
동
원
체
제
와 

국
민
오
락
의 

조
건
（
防
諜

小
説
、
朝
鮮
の
総
動
員
体
制
と
国
民
娯
楽
の
条
件
）」『
인
문
과
학
연
구
논
총
』

三
七
号
、
二
〇
一
四
、
二
一
九
―
二
二
三
頁
。

7　

金
成
姸
、
前
掲
論
文
、
二
二
八
頁
。

8　

鄭
鍾
賢
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。

9　

陸
軍
防
諜
課
陸
軍
中
佐　

大
坪
義
勢
『
防
諜
講
話
』
大
日
本
雄
辯
會
講
談

社
、
一
九
四
一
ａ
、
一
一
一
―
一
一
六
頁
。

10　

陸
軍
防
諜
課
陸
軍
中
佐　

大
坪
義
勢
『
ス
パ
イ
は
何
処
に
ゐ
る
か

―
わ

か
り
易
い
防
諜
の
話
』
名
古
屋
新
聞
社
、
一
九
四
一
ｂ
、
一
―
二
頁
。

11　

大
坪
義
勢
、
前
掲
書
、
一
九
四
一
ｂ
、
二
五
頁
。

12　

樋
口
紅
陽
『
少
年
防
諜
読
本
』
金
鈴
社
、
一
九
四
三
、
二
頁
。

13　

金
来
成
「
어
떤 

여
간
첩
（
あ
る
女
間
諜
）」
李
弘
基
編
『
放
送
小
説
名
作
選
』

朝
鮮
出
版
社
、
一
九
四
三
、
二
七
三
―
二
七
九
頁
。

14　

金
来
成
「
수
놓
은 

송
학
（
刺
繍
さ
れ
た
松
鶴
）」
李
弘
基
編
、
前
掲
書
、
二

四
五
―
二
七
〇
頁
。

15　

李
健
志
「
일
본
의 

추
리
소
설
（
日
本
の
推
理
小
説
）」
대
중
문
학
연
구
회
편

『
추
리
소
설
이
란 

무
엇
인
가
（
推
理
小
説
と
は
何
か
）』
국
학
연
구
원
、
一
九

九
七
、
一
二
七
頁
。

16　

堀
啓
子
『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
、
二
一
〇
頁
。

17　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
四
月
一
日
（
夕
刊
）、
二
面
。

18　

江
戸
川
乱
歩
「
偉
大
な
る
夢
」『
江
戸
川
乱
歩
全
集　

第
一
四
巻
』
光
文
社

文
庫
、
二
〇
〇
四
、
三
四
九
頁
。

19　

中
島
河
太
郎
「
日
本
探
偵
小
説
史
」『
日
本
探
偵
小
説
全
集
一
二　

名
作
集
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二
』
創
元
推
理
文
庫
、
一
九
九
九
、
七
三
八
―
七
三
九
頁
。

20　

江
戸
川
乱
歩
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
桃
源
社
、
一
九
六
一
（『
江
戸
川
乱
歩

全
集　

第
二
九
巻
』
光
文
社
文
庫
、
二
〇
〇
六
に
再
録
）、
一
二
八
―
一
二
九

頁
。

21　

池
田
浩
士
『「
海
外
進
出
文
学
」
論
・
序
説
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一
九

九
七
、
三
二
―
四
五
頁
。

22　

大
阪
圭
吉
は
、
一
九
三
二
年
『
新
青
年
』
一
〇
月
号
に
、「
デ
パ
ー
ト
の
絞

刑
吏
」
と
い
う
作
品
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
横
井
司
「
解
題
」『
大
阪
圭
吉
探
偵

小
説
選
』
論
創
社
、
二
〇
一
〇
、
三
九
六
頁
。

23　
「
東
京
第
五
部
隊
」
は
、
大
阪
圭
吉
『
大
阪
圭
吉
探
偵
小
説
選
』
二
〇
一
〇
、

論
創
社
、
一
―
二
〇
頁
に
再
録
さ
れ
て
あ
る
。

24　

大
阪
圭
吉
、「
金
髪
美
容
師
」『
大
阪
圭
吉
探
偵
小
説
選
』
論
創
社
、
二
〇
一

〇
、
二
一
―
三
八
頁
。

25　

纐
纈
厚
『
防
諜
政
策
と
民
衆
』
昭
和
出
版
、
一
九
九
一
、
八
四
―
九
一
頁
。

26　

江
戸
川
乱
歩
「
偉
大
な
る
夢
」、
前
掲
書
、
五
三
七
頁
。

27　

平
路
社
編
『
欧
米
ス
パ
イ
物
語
』
平
路
社
、
一
九
三
五
、
五
〇
頁
。

28　

高
橋
信
也
『
魔
都
上
海
に
生
き
た
女
間
諜
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
一
、
二

三
三
―
二
三
四
頁
。

29　
『
読
売
新
聞
』
一
九
三
六
年
八
月
二
三
日
、
七
面
。

（
光
云
大
学
文
化
産
業
学
部
教
授
、
現
在
、
立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
客
員
研
究
員
）




